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Note

このガイドを読む前に、AWS 大規模な移行の戦略とベストプラクティスを読むことをお勧
めします。この戦略では、大規模な移行のベストプラクティスについて説明し、さまざま
な業界のお客様からのユースケースを提供します。このガイドでは、これらのベストプラク
ティスを実装するための大まかな段階的なアプローチについて説明します。

このガイドでは、大規模な移行の段階的アプローチの概要を説明します。このアプローチは、評
価、動員、移行、モダナイズの 3 つのフェーズで構成されています。このガイドの主な目的は、第 
3 フェーズの移行部分、移行とモダナイズ、およびその 2 つのステージ、初期化と実装について説明
することです。

• ステージ 1 では、 を初期化し、大規模な移行に備えてプラットフォームとユーザーを準備しま
す。また、プロジェクトの標準運用手順 (またはランブック) も定義します。ランブックとオー
トメーションは、ステージ 2 での大規模な移行アクティビティの実装を簡素化および高速化しま
す。

• ステージ 2 では、サーバーを大規模に移行し、進捗状況を密接に管理およびモニタリングして継
続的な改善を実装します。

大規模な移行に関するガイダンス

300 台以上のサーバを移行することは「大規模な移行」と見なされます。大規模な移行プロジェク
トの人材、プロセス、テクノロジーの課題は通常、ほとんどの企業にとって新しいものです。この
ドキュメントは、 への大規模な移行に関する AWS 規範ガイダンスシリーズの一部です AWS クラウ
ド。このシリーズは、クラウドへの移行を合理化するために、最初から正しい戦略とベストプラク
ティスを適用するのに役立つように設計されています。

次の図は、このシリーズの他のドキュメントを示しています。最初に戦略を確認し、次にガイドを確
認し、プレイブックに進みます。シリーズ全体にアクセスするには、「 への大規模な移行 AWS ク
ラウド」を参照してください。

大規模な移行に関するガイダンス 1
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ツールについて

このガイドには、ヘルスチェックマトリックスが含まれています。このツールを使用して、移行プロ
ジェクトの状態を移行全体で評価できます。このツールは、ベストプラクティスを適用し、ライフサ
イクル全体で大規模な移行プロジェクトの効率と進捗状況を評価するのに役立ちます。

さらに、このドキュメントシリーズの各プレイブックには、各ワークストリームの構築に役立つテン
プレートとツールが含まれています。

ツールについて 2
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大規模な移行のフェーズ

AWS は、大規模な移行プロセスを 3 つの段階に分割します。

1. 評価フェーズ – 移行のビジネスケースを構築します。

2. 準備フェーズ – 組織を準備し、移行に必要なリソースを動員します。

3. 大規模な移行プロジェクトの移行とモダナイズフェーズ – 戦略、計画、ベストプラクティスを使
用して移行とモダナイズを行います。このフェーズでは、移行は初期化と実装の 2 つの段階に分
かれています。

評価と動員のフェーズは、大規模な移行の基盤であり、移行に向けて組織を準備します。このガイ
ドには、最初の 2 つのフェーズの簡単な概要と、追加のサポートのためのリファレンスが含まれて
います。このガイドの主な目的は、第 3 フェーズの移行部分、移行とモダナイズ、およびその 2 つ
のステージ、初期化と実装について説明することです。まず に移行し AWS クラウド 、ワークロー
ドをモダナイズすることをお勧めします。モダナイゼーションは、大規模な移行用のこのドキュメ
ントセットには含まれていません。モダナイゼーションの詳細については、 AWS 「 規範ガイダン
ス」ウェブサイトの「 でのアプリケーションのモダナイズに対する段階的なアプローチ AWS クラ
ウド」を参照してください。

次の図は、大規模な移行の 3 つのフェーズである、評価、動員、移行、モダナイズを示していま
す。移行は、初期化と実装の 2 つの段階に分かれています。

大規模な移行用のこのドキュメントセットは移行フェーズに焦点を当てていますが、大規模な移行の 
3 つのフェーズをすべて順番に実行することを強くお勧めします。評価フェーズと動員フェーズを完
了すると、移行をサポートする強固な基盤が構築されます。
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評価フェーズ

これは大規模な移行ジャーニーの始まりです。このフェーズでは、大規模な移行のビジネスケースを
構築します。クラウドトランスフォーメーションに対する組織の準備状況を評価し、ポートフォリオ
を最初に確認し、組織の主要な利害関係者が調整されていることを確認します。

評価フェーズの詳細については、「 規範ガイダンス」ウェブサイトの「移行準備状況の評価」を参
照してください。 AWS

準備フェーズ

クラウドトランスフォーメーションのビジネスケースを構築したので、前のフェーズの準備状況評価
を使用してギャップを埋め始めます。組織を動員し、次のフェーズで大規模な移行に備えて組織を準
備するワークストリームを設定します。このフェーズでは、通常、 AWS ランディングゾーンを構築
し、より徹底的なポートフォリオ評価を行い、セキュリティと運用モデルを構築し、チームが変化に
備えます。

動員フェーズの詳細については、 AWS 「規範ガイダンス」ウェブサイトの「組織を動員して大規模
な移行を加速する」を参照してください。

大規模な移行プロジェクトの移行とモダナイズフェーズ

動員フェーズの後、組織には強固な基盤があり、移行とモダナイゼーションを開始する準備が整って
いる必要があります。先に進む前に、人材やプラットフォームなどの基盤を評価し、大規模な移行を
サポートする準備ができていることを確認します。このステップの鍵は、繰り返し可能なパターンを
簡素化して高速化する標準的な運用手順と自動化を構築することです。このアプローチは移行ファク
トリーと呼ばれます。

製造工場と同様に、移行工場を構築するときは、それを初期化してキャリブレーションし、標準運用
手順を定義し、工場のパフォーマンスを測定し、プロセスとツールを継続的に改善する必要がありま
す。大規模な移行では、初期化が重要な第 1 段階です。ファクトリの実行と改善は第 2 段階の実装
であり、ウェーブと呼ばれるバッチでサーバーを大規模に移行します。リソースをワークストリーム
に整理します。ワークストリームは、大規模な移行の一面を達成することに重点を置いています。

このセクションでは以下のトピックを取り上げます。

• ワークストリームについて

• ステージの初期化と実装について

評価フェーズ 4
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ワークストリームについて

大規模な移行プロジェクトの各ワークストリームは、特定のタスクを完了することに専念しており、
これらのタスクはステージ 1、初期化、ステージ 2、実装に進むにつれて変わります。各ワークスト
リームは独立していますが、サーバーを大規模に移行するという同じ目標を達成するために連携しま
す。

以下は 4 つのコアワークストリームです。ユースケースをサポートするために、必要に応じて追加
のサポートワークストリームを作成できます。

• 基盤ワークストリーム – このワークストリームは、大規模な移行のための人材とプラットフォー
ムの準備に焦点を当てています。

• プロジェクトガバナンスワークストリーム – このワークストリームは、移行プロジェクト全体を
管理し、コミュニケーションを容易にし、予算内および時間どおりにプロジェクトを完了すること
に焦点を当てます。

• ポートフォリオワークストリーム – このワークストリームのチームは、移行のサポート、アプリ
ケーションの優先順位付け、ウェーブプランニングの実行のためにメタデータを収集します。

• 移行ワークストリーム – ウェーブプランとポートフォリオワークストリームから収集されたメタ
データを使用して、このワークストリームのチームはアプリケーションとサーバーを移行してカッ
トオーバーします。

大規模な移行プロジェクトでワークストリームを確立してリソースを提供する方法の詳細と手順につ
いては、AWS 「大規模な移行のための Foundation プレイブック」を参照してください。

ステージの初期化と実装について

移行とモダナイズは、移行ジャーニーの 3 番目の最終段階です。通常、最初に移行してからモダナ
イズします。移行は 2 つのステージで構成されます。

• ステージ 1: 大規模な移行を初期化する – 大規模な移行に備えてプラットフォームと人材を準備し
ます。たとえば、ランディングゾーンの設計を確認し、スケールをサポートするのに十分な帯域
幅があることを確認し、トレーニングプランを設計して実装します。この段階では、組織のポリ
シーとプロセスに基づいて、大規模な移行の標準運用手順 (またはランブック) も定義します。ラ
ンブックとオートメーションは、ステージ 2 での大規模な移行の実装を簡素化および高速化しま
す。

• ステージ 2: 大規模な移行を実装する – このステージでは、ステージ 1 で定義されたランブックを
使用してサーバーを大規模に移行します。プロジェクトガバナンスツールを使用して移行ファクト

ワークストリームについて 5
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リーを管理し、ヘルスチェックマトリックスを使用して移行をモニタリングし、移行速度を向上さ
せるためにランブックを継続的に改善します。

ステージ 時間 目的

ステージ 1: 初期化 1～3 か月 • 大規模な移行に備えて、プ
ラットフォームと人材を準
備します。

• 標準運用手順 (ランブック) 
を構築します。

ステージ 2: 実装 プロジェクトの範囲と戦略に
よって異なる

• ランブックを使用して大規
模な移行を実装します。

• 移行を管理、モニタリン
グ、改善します。

ステージの初期化と実装について 6
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ステージ 1: 大規模な移行を初期化する
初期化段階では、ほとんどの移行タスクの標準運用手順またはランブックを定義することが重要で
す。大規模な移行には多くの人、プロセス、ツールが関与するため、ランブックで手順を定義、接
続、自動化することで効率を向上させることができます。ランブックは、全員が従う必要がある明確
なガイダンスを提供します。ランブックなしで大規模な移行を実装すると、移行の複雑さが増し、移
行の労力が勢いを失ったり、失敗したりする可能性があります。このガイドでは、開始しやすいよう
に、ワークフローとプレイブックを確認します。このプレイブックには、独自のランブックを構築す
るための便利なテンプレートが含まれています。

プレイブックは、第 1 ステージの完了、初期化、第 2 ステージの準備、実装に役立ちます。

1. AWS 大規模な移行のための基盤プレイブック – このプレイブックは、インフラストラクチャと人
材を準備するのに役立ちます。

7
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2. AWS 大規模な移行のためのプロジェクトガバナンスプレイブック – このプレイブックは、大規模
な移行プロジェクトを効果的に管理するプロジェクトガバナンスプロセスとツールを構築するの
に役立ちます。これには、使用開始に役立つテンプレートが含まれています。

3. AWS 大規模な移行のためのポートフォリオプレイブック – このプレイブックは、ウェーブプラン
ニングとポートフォリオ評価のための独自のポートフォリオランブックを構築するのに役立ちま
す。これには、使用開始に役立つテンプレートが含まれています。

4. AWS 大規模な移行のための移行プレイブック – このプレイブックは、移行パターンごとにラン
ブックを作成するのに役立ちます。これには、さまざまなパターン用の複数のテンプレートが含
まれています。

5. 大規模な移行の AWS ヘルスチェックマトリックス – ベストプラクティスを適用し、プロジェク
トのライフサイクル全体で大規模な移行の効率と進捗状況を評価するのに役立ちます。

ステップ 1: 基盤プレイブックを使用して準備を整える

このプレイブックでは、プラットフォームとユーザーの準備を整えます。

以下は、組織内の人々を準備する方法の例です。

• ステークホルダーが移行にコミットし、サポートを提供する準備ができていることを確認します。

• 大規模な移行でワークストリームを定義します。

• Cloud Enablement Engine を定義します。これは、Cloud Center of Excellence、チームとも呼ばれ
ます。

• 責任割り当てモデルを、責任、説明責任、相談、情報 (RACI) マトリックスの形式で作成します。

• 移行リソースのトレーニング計画を確立します。

以下は、組織のプラットフォームを準備する方法の例です。

• ラン AWS ディングゾーンで大規模な移行をサポートする準備を整えます。

• オンプレミスインフラストラクチャの準備状況を評価します。

詳細については、AWS 「大規模な移行のための Foundation プレイブック」を参照してください。

ステップ 1: 準備を整える 8

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/large-migration-governance-playbook/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/large-migration-portfolio-playbook/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/large-migration-migration-playbook/
samples/large-migration-guide-templates.zip
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/large-migration-foundation-playbook/


AWS 規範ガイダンス AWS 大規模な移行のガイド

ステップ 2: プロジェクトガバナンスプレイブックを使用してルー
ルを定義する

このステップでは、大規模な移行を実行するためのルール、境界、計画を定義します。これには、以
下の計画とプロセスの定義が含まれます。

• コミュニケーションプラン

• 利点追跡オフィス

• エスカレーションプロセス

• 移行とカットオーバーの通信ゲート

• プロジェクト管理プロセスとツール

詳細については、AWS 「大規模な移行のガバナンスの概要」およびAWS 「大規模な移行のプロ
ジェクトガバナンスプレイブック」を参照してください。

ステップ 3: ポートフォリオプレイブックを使用してポートフォリ
オランブックを作成する

これで、範囲と戦略の理解が深まりました。このステップでは、ポートフォリオプレイブックに従っ
て、ポートフォリオ評価とウェーブプランニングのための詳細なランブックを作成します。目標は、
移行ファクトリーが原材料 (サーバー) を使い果たさず、移行をサポートするために必要なすべての
情報が揃っていることを確認することです。タスクには以下が含まれます。

• 動員フェーズの移行戦略を確認します (そのフェーズで定義した場合）。詳細については、「移行
戦略について」を参照してください。

• 各移行パターンのメタデータ要件を定義します。

• メタデータ収集プロセスと、単一の信頼できるソースとして機能するメタデータストレージの場所
を定義します。

• アプリケーションの優先順位付けルールを定義します。

• アプリケーションのディープダイブルールを定義します。

• ウェーブプランニングプロセスを定義します。

詳細については、AWS 「大規模な移行用のポートフォリオプレイブック」を参照してください。

ステップ 2: ルールを定義する 9
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ステップ 4: 移行プレイブックを使用して、各パターンの移行ラン
ブックを構築する

このステップは、前のステップと並行して実行できます。移行プレイブックを使用して、 AWS 
Cloud Migration Factory を使用して Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) にリホストし
たり、DataSync を使用して AWS ストレージを Amazon Elastic File System (Amazon EFS) にリプ
ラットフォームしたりするなど、移行パターンごとにランブックを構築します。エラーが最小限また
はまったくなくなるまで、ランブックを繰り返しテストします。タスクには以下が含まれます。

• 移行パターンを理解します。

• ランブックテンプレートを取得し、オンプレミスのプロセスとツールを追加します。

• ランブックをテストして改善します。

• ランブックを可能な限り自動化します。

詳細については、AWS 「大規模な移行の移行プレイブック」を参照してください。

ステップ 5: ヘルスチェックマトリックスを使用して現在の状態を
評価する

この最後のステップでは、プロジェクトチームが前のステップを完了したことを確認し、残りの
ギャップを特定します。移行の正常性を評価し、プロセスを改善することは、移行の成功に不可欠で
あり、ベストプラクティスとの整合性を維持するのに役立ちます。

ヘルスチェックマトリックスを使用して、人、プロセス、テクノロジーの観点から移行の現在の状態
を評価します。これは 1 回限りのプロセスではありません。この評価は定期的に実行する必要があ
ります。

ステップ 4: 移行ランブックを作成する 10
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ステージ 2: 大規模な移行の実装

大規模な移行のステージ 2 では、サーバーを大規模に移行することを目標としています。たとえ
ば、6 か月で 1,000 台の サーバーを移行するには、まず 1 週間あたり 5 台の サーバーを移行してか
ら、速度を 1 週間あたり 50～100 台の サーバーに徐々に増やすことができます。

次に、ステージ 1 で開発したランブックを使用して、サーバーをウェーブで移行します。移行ワー
クストリームとポートフォリオワークストリームはランブックのプロセスを採用および調整している
ため、最初のいくつかのウェーブは通常小規模です。ランブックの改善は、大規模な移行を成功させ
るための鍵です。ランブックは生きているドキュメントです。カットオーバーのたびに、ランブック
を確認、改訂、改善する必要があります。ランブックが時間の経過とともに進化するにつれて、速度
は波ごとに増加します。

ステージ 2 では、次のコンポーネントを使用して移行ファクトリを運用します。

• プロジェクトガバナンスルール – プロジェクトガバナンスプロセスに従って、ウェーブ、コミュ
ニケーション、タイムライン、カットオーバーを管理します。これらのプロセスとツールにより、
全員が適切なタイミングと順序で正しいことを行うことができます。

• ポートフォリオランブック – ポートフォリオランブックを使用して、アプリケーションの優先順
位付け、ウェーブの計画、移行をサポートする必要なメタデータの収集を行います。このメタデー
タは、製造工場の原材料と同等です。

• 移行ランブック – 移行ランブックを使用して、アプリケーションとサーバーを移行し、メタデー
タを移行ツールにロードし、各ウェーブの最後にカットオーバープロセスを完了します。移行ラ
ンブックに従うときは、ポートフォリオランブックのウェーブプランに従い、ポートフォリオラン
ブックまたは別の信頼できるソースのメタデータを使用します。

• 大規模な移行のベストプラクティスとヘルスチェックマトリックス – ヘルスチェックマトリック
スを使用して、現在の状態を頻繁に定期的に評価し、すべてが軌道に乗っていることを確認しま
す。

次の図は、大規模な移行の一般的な移行工場を示しています。

11
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ランブックは移行ファクトリーの主要なコンポーネントであり、ポートフォリオと移行の 2 つの
ワークストリームを通じてデータフローを形成するために連携します。これらのワークストリームの
詳細については、AWS 「大規模な移行のための Foundation プレイブック」を参照してください。
チームは通常、移行ファクトリーを通じて波を見るのではなく、ファクトリーの特定の部分に専念
し、波は各ワークストリームを流れます。各ワークストリームの期間は、プロジェクトのタイムライ
ン、範囲、リソースの可用性によって異なります。たとえば、ポートフォリオワークストリームは 
3 週間、移行ワークストリームは 2～5 週間です。移行用に十分なサーバーウェーブが準備されてい
ることを確認することで、移行ファクトリーのサプライチェーンの問題を防止します。ポートフォリ
オワークストリームは、移行ワークストリームより 5 ウェーブ先になることをお勧めします。

次の図は、一般的な移行ファクトリーの動的ビューを示しています。ウェーブごとに、ポートフォ
リオワークストリームは 1～2 週間、移行ワークストリームは通常 3～4 週間実行されます。ポー
トフォリオワークストリームは移行ワークストリームより 5 波進んでいるため、ポートフォリオと
移行ワークストリームの間には常に 5 波バッファがあります。移行ステージ 1 の初期化の最後に、
ポートフォリオワークストリームは 5 つのウェーブのバッファのウェーブプランニングを完了しま
す。移行ワークストリームがアプリケーションの移行を開始すると、ステージ 2 に入り、実装した

12
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ことを示します。ポートフォリオと移行ワークストリームの両方が引き続きウェーブを処理し、バッ
ファにより移行するサーバーが不足するのを防ぎます。

13
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移行戦略について
移行戦略は、ワークロードを に移行するために使用するアプローチです AWS クラウド。アプリ
ケーションをクラウドに移行するための 7 つの移行戦略があります。これは 7 R と呼ばれます。

• リタイア

• Retain

• リホスト

• リロケート

• 再購入

• リプラットフォーム

• リファクタリングまたはリアーキテクト

大規模な移行の一般的な戦略には、リホスト、リプラットフォーム、再配置、廃止などがあります。
リファクタリングは、移行中にアプリケーションをモダナイズする必要があるため、大規模な移行
にはお勧めしません。これは移行戦略の中で最も複雑であり、多数のアプリケーションに対して を
管理するのは難しい場合があります。代わりに、アプリケーションのリホスト、再配置、または再プ
ラットフォームを行い、移行の完了後にアプリケーションをモダナイズすることをお勧めします。

大規模な移行には、移行戦略の選択が不可欠です。動員フェーズまたは初期ポートフォリオ評価中に
移行戦略を選択している可能性があります。このセクションでは、各移行戦略とその一般的なユース
ケースについて説明します。

リタイア

これは、廃止またはアーカイブするアプリケーションの移行戦略です。アプリケーションの廃止は、
そのアプリケーションスタック内のサーバーをシャットダウンできることを意味します。廃止戦略の
一般的なユースケースは次のとおりです。

• アプリケーションを保持したり、クラウドに移行したりすることにビジネス価値はありません。

• アプリケーションのメンテナンスとホスティングにかかるコストを排除したい。

• サポートされなくなったオペレーティングシステム (OS) バージョンまたはコンポーネントを使用
するアプリケーションを運用する際のセキュリティリスクを軽減したいと考えています。

• アプリケーションのパフォーマンスに基づいてアプリケーションを廃止したい場合があります。た
とえば、平均 CPU とメモリの使用率が 5% 未満のアプリケーションを廃止するとします。これは

リタイア 14
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ゾンビアプリケーションと呼ばれます。また、90 日間の平均 CPU およびメモリ使用率が 5～20% 
のアプリケーションは、アイドルアプリケーションとして廃止することもできます。検出ツールの
使用率とパフォーマンスデータを使用して、ゾンビやアイドル状態のアプリケーションを特定でき
ます。

• 過去 90 日間、アプリケーションへのインバウンド接続がありません。

詳細については、「 への移行中に廃止されるアプリケーションを評価するためのベストプラクティ
ス AWS クラウド」を参照してください。

Retain

これは、ソース環境に保持するアプリケーションの移行戦略、または移行する準備ができていないア
プリケーションの移行戦略です。これらのアプリケーションを将来移行することを選択できます。

保持戦略の一般的なユースケースは次のとおりです。

• セキュリティとコンプライアンス – データレジデンシー要件に準拠し続けるために、アプリケー
ションを保持したい場合があります。

• 高リスク – 移行前に詳細な評価と計画が必要なため、アプリケーションを保持することに決める
場合があります。

• 依存関係 – 最初に 1 つ以上の他のアプリケーションを移行する必要がある場合は、アプリケー
ションを保持できます。

• 最近アップグレードされたアプリケーション – 最近現在のシステムのアップグレードに投資した
ため、次の技術更新までアプリケーションの移行を延期できます。

• 移行するビジネス価値がない – 内部ユーザーが少ないアプリケーションなど、一部のアプリケー
ションをクラウドに移行するためのビジネス価値はありません。

• Software as a Service (SaaS) への移行計画 – ベンダーが SaaS バージョンをリリースするまで、
アプリケーションを保持することを選択できます。これは、ベンダーベースのアプリケーションの
一般的な戦略です。

• 未解決の物理的な依存関係 – 製造工場の機械など、クラウドと同等のものを持たない特殊なハー
ドウェアに依存するアプリケーションを保持することもできます。

• メインフレームアプリケーションまたはミッドレンジアプリケーションおよび非 x86 Unix アプリ
ケーション – これらのアプリケーションは、クラウドに移行する前に慎重に評価と計画を行う必
要があります。ミッドレンジアプリケーションの例には、IBM AS/400 や Oracle Solaris などがあ
ります。

Retain 15
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• パフォーマンス – パフォーマンスに基づいてアプリケーションを保持できます。たとえば、ソー
ス環境にゾンビやアイドル状態のアプリケーションを保持できます。

リホスト

この戦略はリフトアンドシフトとも呼ばれます。この戦略を使用すると、アプリケーションを変更 
AWS クラウド せずに、アプリケーションをソース環境から に移動します。たとえば、アプリケー
ションスタックをオンプレミスから に移行します AWS クラウド。

リホストを使用すると、互換性、パフォーマンスの中断、長いカットオーバーウィンドウ、長距離
データレプリケーションを心配 AWS クラウド することなく、多数のマシンを複数のソースプラッ
トフォーム (物理、仮想、または別のクラウド) から に移行できます。

ワークロードの移行中もアプリケーションは引き続きユーザーにサービスを提供しているため、中断
やダウンタイムを最小限に抑えることができます。ダウンタイムはカットオーバー戦略によって異な
ります。

この戦略は、時間やコストを節約できるクラウド最適化を実装することなく、アプリケーションをス
ケールするのに役立ちます。アプリケーションは、 サービスに統合 AWS してワークロードを管理
する方が簡単なため、クラウドですでに実行されている場合、最適化や再設計が容易になります。

リホストを自動化するには、次のサービスを使用します。

• AWS Transform MGN

• AWS クラウド移行ファクトリーソリューション

• VM Import/Export

リホスト移行戦略の移行パターンのリストについては、 AWS 「 規範ガイダンス」ウェブサイト
の「リホスト」を参照してください。

リロケート

この戦略を使用すると、1 つ以上のアプリケーションで構成される多数のサーバーを、特定の時点で
オンプレミスプラットフォームからクラウドバージョンのプラットフォームに転送できます。再配
置戦略を使用して、インスタンスまたはオブジェクトを別の仮想プライベートクラウド (VPC) AWS 
リージョン、または に移動することもできます AWS アカウント。例えば、この戦略を使用して 
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Amazon Relational Database Service (Amazon RDS) DB インスタンスを別の VPC または に転送で
きます AWS アカウント。

再配置戦略では、新しいハードウェアを購入したり、アプリケーションを書き換えたり、既存のオペ
レーションを変更したりする必要はありません。再配置中、アプリケーションは引き続きユーザーに
サービスを提供し、中断とダウンタイムを最小限に抑えます。再配置は、アプリケーションのアーキ
テクチャ全体に影響しないため、ワークロードをクラウドに移行して運用する最も簡単な方法です。

再配置移行戦略の移行パターンのリストについては、 AWS 「 規範ガイダンス」ウェブサイト
の「再配置」を参照してください。

再購入

この戦略は、ドロップアンドショップとも呼ばれます。アプリケーションを別のバージョンまたは製
品に置き換えます。新しいアプリケーションは、既存のオンプレミスアプリケーションよりも多くの
ビジネス価値を提供する必要があります。これには、どこからでものアクセシビリティ、維持すべ
きインフラストラクチャがない、pay-as-you-goモデルなどの機能が含まれます。通常、アプリケー
ションを購入することで、メンテナンス、インフラストラクチャ、ライセンスに関連するコストを削
減できます。

以下は、再購入移行戦略の一般的なユースケースです。

• 従来のライセンスから SaaS への移行 – これにより、インフラストラクチャの管理と保守の負担
が軽減され、ライセンスの問題が軽減されます。

• バージョンのアップグレードまたはサードパーティーの同等の機能 – 既存のオンプレミスアプリ
ケーションをベンダーの最新バージョンまたはクラウド内のサードパーティーの同等の機能に置き
換えることで、新機能を活用し、クラウドサービスと統合して、アプリケーションをより簡単に拡
張できます。

• カスタムアプリケーションの置き換え – ベンダーベースの SaaS またはクラウドベースのアプリ
ケーションを再購入することで、カスタムアプリケーションのリコードと再設計を回避できます。

購入する前に、ビジネス要件、特にセキュリティとコンプライアンスに従ってアプリケーションを評
価する必要があります。

新しいアプリケーションを購入した後、次のステップは次のとおりです。

• 新しいシステムでチームとユーザーをトレーニングする

• 新しく購入したアプリケーションへのデータの移行

再購入 17

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migration-relocate-pattern-list.html


AWS 規範ガイダンス AWS 大規模な移行のガイド

• アプリケーションを Microsoft Active Directory などの認証サービスに統合して認証を一元化する

• 購入したアプリケーション、ユーザー、インフラストラクチャ間の安全な通信に役立つネットワー
クの設定

通常、アプリケーションベンダーは、スムーズな移行のためにこれらのアクティビティを支援しま
す。

リプラットフォーム

この戦略は、リフト、ティンカー、シフト、リフトアンドシェイプとも呼ばれます。この移行戦略を
使用して、アプリケーションをクラウドに移行し、アプリケーションを効率的に運用したり、コス
トを削減したり、クラウド機能を活用したりするために、ある程度の最適化を導入します。たとえ
ば、Microsoft SQL Server データベースを Amazon RDS for SQL Server にリプラットフォームでき
ます。

この戦略を使用すると、ビジネス目標とターゲットプラットフォームに応じて、アプリケーションに
いくつかの変更を加えることができます。

リプラットフォーム移行戦略の一般的なユースケースは次のとおりです。

• でフルマネージドサービスまたはサーバーレスサービスに移行することで、時間を節約し、コスト
を削減したいと考えています AWS クラウド。

• オペレーティングシステムを最新バージョンにアップグレードすることで、セキュリティとコンプ
ライアンスのスタンスを向上させたいと考えています。

• によって開発されたカスタムビルドAWS プロセッサである Graviton プロセッサを使用すること
で、コストを削減できます AWS。

• Microsoft Windows オペレーティングシステムから Linux オペレーティングシステムに移行する
ことで、コストを削減できます。.NET Framework アプリケーションを .NET Core に移植できま
す。.NET Core は Linux オペレーティングシステムで実行できます。Porting Assistant for .NET
は、アプリケーションを Linux に移植するのに役立つ分析ツールです。

• コードを変更せずに仮想マシンをコンテナに移行することで、パフォーマンスを向上させることが
できます。AWS App2Container 移行ツールを使用して、.NET および Java アプリケーションをコ
ンテナ化されたアプリケーションにモダナイズできます。

リプラットフォーム戦略は、セキュリティとコンプライアンスを損なうことなく、レガシーアプリ
ケーションの実行を維持します。

リプラットフォーム 18

https://aws.amazon.com/ec2/graviton/
https://aws.amazon.com/porting-assistant-dotnet/
https://aws.amazon.com/app2container/
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リプラットフォームは、マネージドサービスまたはサーバーレスサービスへの移行、仮想マシンのコ
ンテナへの移行、ライセンス費用の回避により、コストを削減し、パフォーマンスを向上させます。

リプラットフォーム移行戦略の移行パターンのリストについては、 AWS 「 規範ガイダンス」ウェ
ブサイトの「リプラットフォーム」を参照してください。

リファクタリングまたはリアーキテクト

この戦略を使用して、クラウドネイティブ機能を最大限に活用して俊敏性、パフォーマンス、スケー
ラビリティを向上させることで、アプリケーションをクラウドに移行し、アーキテクチャを変更しま
す。これは、製品と機能のリリースのスケーリング、高速化、コスト削減を求める強力なビジネス需
要によって推進されます。

リファクタリング移行戦略の一般的なユースケースは次のとおりです。

• レガシーメインフレームアプリケーションは、その制限によりビジネスの需要に対応できなくな
り、維持にコストがかかります。

• モノリスアプリケーションがあり、製品を迅速に提供したり、顧客のニーズや需要に対処したりす
る作業をすでに妨げています。

• メンテナンス方法がわからないレガシーアプリケーションがあるか、ソースコードが使用不可で
す。

• アプリケーションのテストが困難であるか、テストカバレッジが非常に低い。これは、新しいアプ
リケーション機能と修正の品質と配信に影響します。クラウド用のアプリケーションを再設計する
ことで、テストカバレッジを増やし、自動テストツールを統合できます。

• セキュリティおよびコンプライアンス上の理由から、データベースをクラウドに移行するときは、
一部のテーブル (顧客情報、患者、患者診断テーブルなど) を抽出し、それらのテーブルをオンプ
レミスに保持する必要がある場合があります。この場合、移行するテーブルをオンプレミスに保持
するテーブルから分離するには、データベースのリファクタリングが必要です。

リファクタリング移行戦略の移行パターンのリストについては、 AWS 「 規範ガイダンス」ウェブ
サイトの「リアーキテクト」を参照してください。

リファクタリングまたはリアーキテクト 19

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migration-replatform-pattern-list.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migration-rearchitect-pattern-list.html
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リソース

AWS 大規模な移行

大規模な移行に関する AWS 完全な 規範ガイダンスシリーズにアクセスするには、「 への大規模な
移行 AWS クラウド」を参照してください。

その他のリファレンス

• AWS クラウド移行ファクトリーソリューション

• 選択するタイミング AWS Transform MGN

• への移行中に廃止されるアプリケーションを評価するためのベストプラクティス AWS クラウド

• AWS 規範ガイダンスの移行パターン

AWS 大規模な移行 20

https://aws.amazon.com/prescriptive-guidance/large-migrations/
https://aws.amazon.com/prescriptive-guidance/large-migrations/
https://aws.amazon.com/solutions/implementations/aws-cloudendure-migration-factory-solution/
https://aws.amazon.com/application-migration-service/when-to-choose-aws-mgn/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-retiring-applications/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migration-pattern-list.html
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寄稿者
このドキュメントの寄稿者は次のとおりです。

• Wally Lu、プリンシパルコンサルタント

• Damien Renner、シニア移行スペシャリスト
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

AWS ソリューションの名前を
更新しました

参照される AWS ソリュー
ションの名前を CloudEndure 
Migration Factory から Cloud 
Migration Factory に更新しま
した。

2022 年 5 月 2 日

初版発行 — 2022 年 2 月 28 日
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/large-migration-guide/large-migration-guide.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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